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2017 秋 システムアーキテクト試験 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2017 年 9 月 21 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

 

■ 全体講評 

 今回の午後Ⅰ記述式試験では，基幹業務に関する知識

が習得途中であるなどの場合，正解を導くことが難しい

設問が多かったようです，そのため，全体の平均得点は，

例年に比べ低下しました。午後Ⅱ論述式試験では，受験

者全体の 7 割が選択していた問１において，趣旨に沿っ

ている論文が少なかったため，全体の平均得点は，例年

に比べて低下しました。これらは，問題自体の難易度が

高かったことが原因と思われます。今回の本試験もレベ

ルの高い試験になることが予想されますが，これから説

明する解答作成のノウハウを確認して得点力をアップ

し，より確実な合格を目指しましょう。 

なお，今回の模擬試験では，選択した問題の記入忘れ

が，午後Ⅰ試験で 3 件，午後Ⅱ試験では 6 件とありまし

た。解答用紙の提出時は必ず問題選択欄への記入を確認

するようにしてください。 

■ 記述式試験 

記述式試験において 60 点を突破するために留意すべ

き点を，問題別に挙げておきます。具体的には，各問題

の講評を参照してください。 

問１ 生産管理システムの再構築 

①問題文中のキーワードを使用して解答を作成 

②「～の観点から」という解答条件を満足する解答を作

成 

③問題文中のキーワードを正確に書き写して解答を作

成 

④基幹業務で使用する主要な言葉を使って解答を作成

問２ 家電量販店のサービスの機能拡張 

①設問文で問われている内容に合わせた語尾になるよ

うに解答を作成 

②問題文に漢字で書かれている言葉は，解答にも漢字で

書いて解答を作成 

③問題の条件を変更して，どのような不都合が生じるか

を検討して解答を作成 

問３ システムの統合 

①設問の条件を全て満足する解答を作成 

②設問で問われている事項に適切に対応する解答を作

成 

③問題文から得られる状況だけを解答するのではなく，

そこから得られる結論を含めて解答を作成 

問４ ハイブリッド帆船航行システム 

①穴埋め問題では，まず，空欄の前後の記述をチェック

して，場合によっては，前後の記述にならって解答を作

成 

②設問に書かれている，全ての解答条件を満足して解答

を作成 

③得点できると思った解答であっても，しっかりと解答

を見直して，解答をブラッシュアップして，最終的な解

答を作成 

さらに，記述式問題を解く上での留意点を，次に挙げ

ておきます。 

(1)難易度の低い設問を確実に得点する 

難易度の高い設問を解けることも重要ですが，難易度

の低い設問を確実に得点して，確実に得点を積み重ねる

ことが合格には不可欠です。したがって，時間が余った

ら，既に解けていると思った解答も，全ての解答条件を

満たしているか，確認するようにしましょう。 

(2)記述式問題では実質ページ数に留意する 

 問題の量を見て，問題を選択する場合，ページ数や設

問数だけで，問題を選択するのではなく，表などに小さ

い字で書かれていないかについてもチェックしましょ

う。また，問題の量が多い場合はヒントが多いこともあ

るので，内容を確認した上で選択することを基本として

ください。 

■ 論述式試験講評 

 論述式問題では，基本的な部分ができていない，ある

いは，論文としての体裁が整っていない解答がありまし

た。次の点に留意してください。 

(1)質問事項の回答漏れをなくす 

答案用紙の先頭にある質問も採点対象です。論述後に

書こうと思っている人に，記入漏れが多いようです。論

文設計が終わったら，必ず回答を書くようにしてくださ

い。 

本試験開始前に見ても問題がないことを確認した上

で，答案用紙を開いて質問事項を確認しておくとよいで

しょう。そのとき，設問イや設問ウの論述開始箇所も確

認しておきましょう。 

(2)計画やシステムの名称は例にならって書く 

質問事項において，最初に問うている 30 字が計画や

システムの名称になっていないものが多いです。例を基

に自分でチェックしましょう。計画やシステムの名称を

例にならって修飾すること，例と同じ語尾にすること，

などが大切です。本番の試験でも，質問事項は採点対象

なので，漏れなく回答するようにしましょう。 

(3)論文は 1 枚ずつ書く 

 書いた文字が重なり合った状態で，その上から字を書

くと，双方のページに字が写るので，論文は 1 枚ずつ書

くとよいです。 

合格への本当のノウハウ！ 
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(4)事例の詳細を書く 

 一般論を書いていては，合格は難しいです。「一般的

には～」などと書かないようにしましょう。「～という

～の特徴を踏まえて」など，論述の題材とした事例の特

徴を踏まえて論旨展開をすることが重要です。 

(a)禁則処理をする 

(b)箇条書きで，節を書き始めない，書き終えない 

(c)「いただく」，「お客様(固有名詞を除く)」などの丁寧

語は使わない 

(d)「思う」は使わない 

(e)括弧は，「(以下，～という)」以外では使わない 

(f)問題にある漢字をひらがなや誤った字で書かない 

(g)略字を書かない 

(h)「である」調に統一する 

(i)誤字に留意する。例えば，「購買」を「購売」，「実績」

を「実積」などと書かない 

(j)箇条書きのタイトル以外で，体言止めを使わない 

 以上，細かいポイントですが，このような点に着目し

て採点をするケースもあると考えてください。 

次に午後の記述式試験の詳細な講評を示します。 

 

＜午後Ⅰ＞ 

問 1 生産管理システムの再構築 

【講評】 

 問題文中のキーワードを使用して解答を作成しまし

ょう。具体的には，設問 2(1)において，問題文には「部

品表には，設計が完了した全ての製品の部品構成情報が

網羅されている」と記述されています。したがって，設

問 2(1)の解答としては，「部品表」という解答例の他に，

「部品構成情報」という解答も当てはまると考えること

ができます。しかし，“部品表”という言葉は，資材所要

量計算において，重要なキーワードです。したがって，

「部品構成情報」という解答は，意味が合っていても得

点できない解答となります。 

 「～の観点から」という解答条件を満足する解答を作

成しましょう。具体的には，設問 4 において，「製品原

価の観点から」と記述されています。したがって，設問

4(1)において，「納期短縮」という解答を盛り込んでし

まうと，正解と判断されることは難しくなります。この

設問では，コスト削減，あるいは費用削減にかかわる解

答を作成することが重要です。 

問題文中のキーワードを正確に書き写して解答を作

成しましょう。具体的には，設問 5(2)において「作業着

手時間」という解答が散見されました。問題文中には「作

業着手時刻」と記述されています。“時刻”と“時間”を間

違えないようにしましょう。 

基幹業務で使用する主要な言葉を使って解答を作成

するようにしましょう。具体的には，設問 5(1)において，

「製品提供が早まる」などの解答が散見されました。し

っかりと「納期短縮」というキーワードを使えるように

すると，より得点力が高まります。 

 

［設問１］ 

解答に含まれるキーワードとして，「既存ユニット品」

を必須としました。 

［設問２］ 

(1)厳しいですが「部品表」以外は不正解としました。 

(2)“部品の在庫量”という解答が散見されました。資材所

要量を計算した後に，空欄 a を加味した上で，正味の資

材所要量を求めています。“資材”という言葉を使った

「資材の在庫量」という解答だけを正解としました。 

［設問３］ 

「既存ユニット品」及び「要求仕様」というキーワー

ドを必須としました。 

［設問４］ 

(1)「追加設計」というキーワードを必須としました。 

(2)「発注業務」及び「調達費」を必須としました。 

［設問５］ 

(1)正答率の高い設問です。「納期短縮」だけの解答が散

見されました。解答を作成する際に，解答を修飾する必

要性を検討するとよいでしょう。 

(2)正答率の高い設問です。 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点，その他は，基本的に 0 点。 

［設問２］ 

(1)，(2)解答例と同じものに対し 6 点，その他は，基本

的に 0 点。 

［設問３］ 

「既存ユニット品」及び「要求仕様」というキーワー

ドを必須とし，解答例と同様の趣旨が適切に指摘されて

いるものに対し 7 点，その他は，基本的に 0 点。ただし，

キーワードのうち，どちらか片方しか含まれない解答は

部分点 3 点。 

［設問４］ 

(1)解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点，その他は，基本的に 0 点。 

(2) 「発注業務」及び「調達費」というキーワードを必

須とし，解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているも

のに対し 6 点，その他は，基本的に 0 点。ただし，キー

ワードのうち，どちらか片方しか含まれない解答は部分

点 3 点。 

［設問５］ 
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(1)解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点，その他は，基本的に 0 点。ただし，「納期短

縮」だけの解答は不正解。 

(1)解答例と同じものに対し 7 点，その他は，基本的に 0

点。 

 

問２ 家電量販店のサービスの機能拡張 

【講評】 

 設問文で問われている内容に合わせた語尾になるよ

うに解答を作成するようにしましょう。具体的には，設

問 1(1)において，“機能”が問われています。この場合，

「～機能」という語尾になるように解答を作成するとよ

いでしょう。 

問題文に漢字で書かれている言葉は，解答にも漢字で

書いて解答を作成するようにしましょう。「履歴」など，

ひらがなで書かれている解答が散見されました。問題文

に書かれている漢字の場合，最悪のケースでは得点でき

ない可能性があります。 

［設問１］ 

(1)「購入履歴」を必須としました。 

(2)正答率の高い設問です。 

［設問２］ 

(1)解答例にある「購入希望数量」の代わりに「数量」も

正解としました。 

(2)「倉庫コード」の代わりに「商品コード」について書

いている解答が散見されました。厳しいですが，不正解

としました。 

(3)この設問の難易度は高いです。このような設問の場合，

問題の条件を変更して，どのような不都合が生じるかを

検討して解答を作成すると，効果的なことがあります。

では，5 時 55 分から 6 時までの間，決済機能を停止し

ない場合の不都合を考えてみましょう。その場合，この

5 分間の更新分を L システムから H システムに送る必

要があります。しかし，そのような転送処理はありませ

ん。したがって，転送処理を終わらせるためには，5 分

間の更新処理を停止する必要あると考えることができ

ます。以上の内容を踏まえて，解答解説を読んでみてく

ださい。 

(4) 趣旨が合っていれば正解としました。 

［設問３］ 

(1)，(2)趣旨が合っていれば正解としました。 

［設問４］ 

(1)，(2)趣旨が合っていれば正解としました。 

【採点基準】 

［設問１］ 

(1)「購買履歴」を必須とし，解答例と同様の趣旨が適切

に指摘されているものに対し 5 点，その他は基本的に 0

点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 4 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問２］ 

(1) 解答例と同じものに対し 4 点，その他は基本的に 0

点。ただし，「購入希望数量」の代わりに「数量」でも

正解。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 5 点，その他は基本的に 0 点。 

(3) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点，その他は基本的に 0 点。 

(4) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 7 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問３］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 5 点，その他は基本的に 0 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 7 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問４］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 2 点，その他は基本的に 0 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 5 点，その他は基本的に 0 点。 

 

問３ システムの統合 

【講評】 

設問の条件を全て満足する解答を作成するようにし

ましょう。具体的には，設問 3(1)において，「受注情報

を Web－EDI で受け取る機能」についての解答が散見

されました。設問文を確認すると，「L 社の販売システ

ムから他システムへのインタフェースを追加する際に」

という記述があります。これは，販売システムからの出

力にかかわるインタフェースについて問うていること

が分かります。したがって，受け取る機能については適

切な解答でないことが分かります。 

 設問で問われている事項に適切に対応する解答を作

成するようにしましょう。具体的には，設問 5 において

「利点」について問われているにもかかわらず，「経営

判断を誤る」など，デメリットを解答している解答が散

見されました。この設問では，「アクションプランを迅

速に策定できる」などの利点を答えるようにしましょう。 

 設問によっては，問題文から得られる状況だけを解答

するのではなく，そこから得られる結論を含めて解答を

作成するようにしましょう。具体的には，設問 4 におい

て，近畿圏と関東圏が離れている旨だけを書いている解

答が散見されました。そこから得られる，「配送コスト

が増大する」，「無駄が多い」などを含めて解答するとよ
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いでしょう。 

［設問１］ 

始点，終点，情報名をセットで採点しました。 

［設問２］ 

「顧客ごとの相殺可否」という解答については，解答解

説で解説していますので，解答解説を参照してください。

補足しますと，設問文の「会計業務の効率化の観点から，

値をセットすべき顧客マスタの属性名」という記述から，

属性にセットしても会計業務を効率化できないケース

は解答しない，と考えてください。したがって，厳しい

ですが，「顧客ごとの相殺可否」を挙げた解答は不正解

としました。 

［設問３］ 

(1)「受注情報を Web－EDI で受け取る機能」という旨

の解答が散見されました。この解答については，前述の

とおり不正解としました。 

(2)問題文の最初の段落にある内容に着目します。システ

ム統合については段階的に推進する方針であり，問題文

は第 1 フェーズについて書かれている点を踏まえて，解

答を導きます。 

［設問４］ 

正答率の高い設問です。 

［設問５］ 

正答率の高い設問です。 

【採点基準】 

［設問１］ 

始点，終点，情報名をセットで採点し，解答例と同じ

ものに対し各 7 点，その他は，基本的に 0 点。部分点な

し。 

［設問２］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 7 点，なお「請求集約先顧客コード」の代わりに「顧

客コード」でも可。「請求集約可否区分」だけの解答は

部分点 3 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問３］ 

(1)解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 7 点，ただし，「生産管理システムへの振り分け機

能」というだけの解答は部分点 3 点。その他は基本的に

0 点。 

(2)解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 7 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問４］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 8 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問５］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 7 点，その他は基本的に 0 点。 

問４ ハイブリッド帆船航行システム 

【講評】 

穴埋め問題では，まず，空欄の前後の記述をチェック

して，場合によっては，前後の記述にならって解答を作

成することも重要となります。具体的には，設問 2(2)

の空欄 a です。この設問では，直前の記述にならって，

空欄 a の内容を求めます。 

本試験において残り時間があれば，設問に書かれてい

る，全ての解答条件を満足して解答を作成しているか，

最後にチェックしましょう。具体的には，設問 3(3)にお

いて，設問文において「旋回前後で帆の面積は同じにす

る」という記述があるにもかかわらず，解答を「旋回」

で終わらせている解答が散見されました。 

スポーツの世界では，ミスをした方が負ける，といわ

れることがあります。記述式試験も同じです。ケアレス

ミスをしたら誤りにされる，と認識してください。 

 得点できると思った解答であっても，しっかりと解答

を見直して，解答をブラッシュアップして，最終的な解

答を作成するようにしましょう。具体的には，設問 3(2)

において，“集計すべき情報”として「マストにかかる力」

という解答が散見されました。問題文を読むと，マスト

は，疲労限界を超えた力を，ある一定以上繰り返し加え

ると疲労破壊に至ること，疲労限界未満の力は，繰り返

し加えても疲労破壊には至らないこと，が分かります。

したがって，「マストにかかる力」ではなく，「疲労限界

に達した回数」を集計する必要があることが分かります。

解答用紙に書いた解答を見直すことも重要です。 

［設問１］ 

問題文に「帆の破損を回避する」と書かれているに

もかかわらず，「帆にかかる力を減らす」で終わってい

る解答が散見されました。より鮮明な目的になるように

解答を作成しましょう。 

［設問２］ 

(1)難易度の高い設問ですが，記入された分については，

しっかりと「航海計画を更新する機能」まで指摘する解

答が多かったです。 

(2)前述のとおり，穴埋め問題は，空欄の前後の記述をチ

ェックして，場合によっては，前後の記述にならって解

答を書くことも重要となります。 

［設問３］ 

(1)目的として，「交換できない」旨を指摘した解答が散

見されました。目的を答えるように，語尾を調整しまし

ょう。厳しいですが，不正解としました。 

(2)集計すべき情報として「マストにかかる力」という解

答が散見されました。厳しいですが，不正解としました。 

(3)最後の「展帆」がない解答が散見されました。設問の

解答条件を満たしていないので，不正解としました。 
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［設問４］ 

難易度の高い計算問題です。20％ほどの正答率です。 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点，「強風の場合」を指摘していれば部分点 3 点，

「帆の破損を回避する目的」を指摘していれば，部分点

3 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問２］ 

(1)解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点，「衛星通信インタフェース」を指摘していれ

ば部分点 3 点，「航海計画の更新」を指摘していれば，

部分点 3 点，その他は基本的に 0 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点，その他は基本的に 0 点。 

［設問３］ 

(1)目的，理由：解答例と同様の趣旨が適切に指摘されて

いるものに対し各 4 点，その他は基本的に 0 点。 

(2)目的，集計すべき情報：解答例と同様の趣旨が適切に

指摘されているものに対し各 4 点，その他は基本的に 0

点。 

(3)解答例と同じものに対し 4 点，その他は基本的に 0

点。 

［設問４］解答例と同じものに対し各 6 点，その他は基

本的に 0 点。 

 

＜合格に向けて＞ 

 みなさん，自分の改善すべき点を確認して，合格を決

めましょう。次のような改善策があります。参考にして

ください。 

〔午前Ⅰ・Ⅱ多肢選択式問題〕 

 学習方法の基本は，過去問題を解き，解答解説を含め

てしっかりと勉強することです。分からない点はテキス

ト学習でカバーするとよいでしょう。 

 素晴らしい論文を書いている受験者に，前回不合格に

なった原因を聞くと，午前Ⅱにおいて足切りになった方

が多いことが分かります。午前Ⅰ免除の方も，午前Ⅱ対

策については，試験直前まで，継続するようにしましょ

う。 

〔午後Ⅰ記述式問題〕 

過去問題の演習を中心に学習を行い，解答については，

本試験と同様に鉛筆で実際に書くようにしましょう。解

答と正解例のギャップをチェックして，それらに違いが

生じた原因を簡単に分析するとよいでしょう。 

記述式問題では，設問の条件を全て満足する解答を作

成することが重要です。解答欄に記入する前にもう一度

解答条件をチェックしてみましょう。 

〔午後Ⅱ論述式問題〕 

制限時間内に書くためには，問題文の趣旨に沿って事

例の詳細を展開させるように書くことが重要です。ただ

し，問題の趣旨を，なぞるように書くことはやめましょ

う。しっかりと掘り下げて書くことが重要です。一般論

を展開するのではなく，対象業務の特徴や，システムの

特徴を踏まえて，論旨展開することが大切です。 

以上を踏まえて，本試験当日もがんばり，合格を，よ

り確実にしましょう。 

以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


